
 

 

 

 

 

 
 
 
 

過労死ラインといわれる1か月あたり100時間以上の時間外勤務をおこなっている職員は、今年度728人

で昨年同時期と比べて398人の増加です。これはコロナ対応で、危機管理対策室や保健所、病院局の勤務時

間が増えたことによるものです。佐藤議員は3月8日の札幌市議会予算特別委員会（第1部）で、特に保健

所において会計年度任用職員が増員されることとも関連し、長時間勤務の解消を求めました。 

 「時間外勤務どれだけ減るか予想は困難」とする市に、是正につなげるよう重ねて要求 

市職員の命と健康を守るために、市として有効な改善策や指標をもって取り組む必要があり、21年度で増

員される保健所での長時間労働是正の効果について質問しました。市担当者は、専任職員が配置されること

で、業務ノウハウの蓄積が可能となり効率的な業務執行がはかられるとしつつも、「新型コロナ感染状況によ

って左右されるので、時間外勤務どれだけ減るか予想困難」との見解を示しました。 

佐藤議員は、「増員となったものの、陽性者の保護、濃厚接触者の追跡、入院調整など、時間のかかる業務

が多く、ストレスも大きくなるので、長時間労働是正という面でも改善につなげるよう、更なる対応を」と

重ねて求めました。 

 
 
 
 

続いて、行政事務センターの予算にかかわり、事務の民間委託について、主に個人情報の漏えいの危険性

について質問し、事業者任せになる危険性についてふれ、民間委託の見直しを求めました。 

 民間委託事業者の努力まかせでは、情報漏えいの危険高まる 

市は民間委託先の個人情報について、「個人情報の取り扱いに関する注意事項を遵守求める」とする見解を

示しましたが、これでは事業者の自主努力に頼るほかありません。 

佐藤市議は、民間委託先が業務を再委託する例もあり、個

人情報の漏えいの危険性を高めると指摘。行政事務だけでな

く窓口業務を「独立行政法人」が担えるとした自治法改正が

おこなわれたが、市町村窓口の業務を自治体職員が担う重要

性があるとして、市の見解をただしました。 

市担当者は、「（自治体の）職員が職員にしかできない仕事

に注力できる」と答弁しましたが、佐藤市議は、「従来から行

政がやってきたものを民間にゆだね安くあげるという方向

になっている」と批判しました。 
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